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生月町に移住し活躍する小池英幸さん、響さん

と
か
い
せ
ん

　小池英幸さん、響さんご夫婦は、共に神奈川県平塚市のご出身で、2018年に生月に移住
して来られました。生月で英幸さんは漁師として、響さんはおしゃれなドーナツなどを作っ
てお店や直売所などで販売しています。今回は、生月で活躍するお二人を紹介します。
天職である漁師との出会い
　出身地である平塚市で高校卒業後、大型PCの製
造など、サラリーマンとして働いていた英幸さ
ん。10年ほどして転職し、ラーメン屋に勤めてい
ましたが、小田原で漁師をしている友達から食べ
させてもらった獲れたての新鮮な魚のおいしさに
感動して、漁師という仕事に興味を持ったそうで
す。その後、10年ほど平塚で定置網の漁師として
活躍されました。響さんは、専門学校卒業後、福
岡の魚屋に勤めていましたが、弟さんが平塚で経
営する居酒屋に呼ばれ、そこで数年働きました。
その後、自分で店を出し、店には英幸さんが獲っ
た新鮮な魚も出していたそうです。

憧れの沖縄へ
　結婚後、かねてより移住したいと思っていた沖
縄の宮古島に移住。そこで英幸さんは現地で知り
合った人とイカ釣りをしていましたが、収入が安
定しなかったため、その後、水中観光船のガイド
などをしていました。また、響さんは子育てに専
念するために、家でパンを作って直売所などで販
売していました。しかし、小池さん一家が移住し
た後、伊良部大橋開通などにより、ほんの数年で
宮古島は一気に観光地化し、その環境の変化が合
わなかったことや言葉の違いへのとまどい、そし
て、また漁師をしたいという強い思いから、九州
内で次の移住先を探しました。

移住者支援が充実した平戸へ
　田舎暮らしが好きだという小池さんご夫妻。移
住先として平戸と大分が候補にあがっていたそう
ですが、環境と希望に合った家が見つかったこ
と、そして、移住者に対する支援が充実していた
ことから生月への移住を決めたそうです。「引っ
越してくると、区長さんが親切に声をかけてく
れ、大好きな漁師の仕事まで紹介してくれまし
た。今は定置網漁師をしていますが、職場の人も
いい人ばかりで、よく声をかけてくれ、とても働
き者が多いんです。」と英幸さん。響さんは自慢
の腕を生かし、素材にこだわったパンやドーナツ
を作って生月の直売所などで販売しています。ま
た、生月のイベントなどでも販売しており、皆さ
んから、おしゃれでおいしいと評判です。

今後について
　生月の人は優しく、面倒見もよく、とても住み
やすいというお二人。英幸さんは、「仕事に早く
慣れて生月で大好きな漁師を続けていきたい。若
い人にももっと漁師の魅力を知ってもらい、漁師
になる人が増えればいいと思う。」響さんは、
「生月は自然が豊かで子育ての環境に適してい
る。これからは、移動販売などにも挑戦し、子ど
もたちにパンがいっぱい並んでいるところを見せ
てあげたい。」と今後の目標を語っていただきま
した。
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平戸は子育ての環境もいい。
　　　　大好きな仕事もできて最高です！
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新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
は

い
か
が
で
し
た
か
？

　

今
回
か
ら
表
紙
と
裏
表
紙
で
「
平
戸

に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
魅
力
的
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
々
」
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
地
を
目
指
し
て
移
り
住
ん
だ
方

の
視
点
は
と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
新
鮮

で
す
。
今
回
の
小
池
さ
ん
ご
夫
婦
は
ま

さ
に
そ
れ
。
「
足
る
を
知
る
」
ご
夫
婦

に
我
々
も
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
し

ば
し
ば
で
し
た
。

　

前
か
ら
住
ん
で
い
る
我
々
は
、
な
い

も
の
ね
だ
り
や
あ
き
ら
め
の
先
入
観
で

し
か
周
り
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
鎖
に
つ
な
が
れ
た

サ
ー
カ
ス
の
象
が
小
さ
な
杭
を
引
っ
こ

抜
い
て
逃
げ
な
い
の
は
、
と
っ
て
も
小

さ
い
と
き
に
同
じ
よ
う
な
杭
に
つ
な
が

れ
て
逃
げ
き
れ
な
か
っ
た
思
い
込
み
」

と
い
う
話
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
多
く
の
方
々
の

「
鎖
を
揺
ら
す
」
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（

近
藤　

芳
人
）

… 12⽉定例会  ここに注⽬！

… 総務厚⽣委員会・産業建設⽂教委員会レポート

… 決算特別委員会レポート

… 12⽉定例会で審議された案件

… ⼀般質問

… 平⼾のチカラ
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12月
定例会

広報特別委員会

小池 響さんが営む「小池 響さんが営む「KATIPAI BAKERYKATIPAI BAKERY」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カーチパイベーカリー）カーチパイベーカリー）
小池 響さんが営む「KATIPAI BAKERY」
　　　　　　　　　　（カーチパイベーカリー）

育て
大好

平戸
の

平戸は子
大

平戸戸戸
の

チカラ
このコーナーでは、平戸市にU・Iターンし、
地域で元気に頑張っている皆さんをご紹介します。

所在地所在地　平戸市生月町壱部2956-1　平戸市生月町壱部2956-1所在地　平戸市生月町壱部2956-1

小池さんご家族小池さんご家族小池さんご家族



12月定例会　12月定例会　

ここに注目!ここに注目!
12月定例会　12月定例会　12月定例会　

ここに注目!ここに注目!ここに注目!人・農地プランと連携し、今後の事業推進を期待！

利用率向上のため、更なる努力を！

市民サービスの更なる向上のため、市も協力を !

機構集積協力金の支援内容
　地域における話し合い（人・農地プラン【地域における農業の将来の在り方などを明確化し、
市町村が公表するもの】）に基づき、農地中間管理機構にまとまった農地を貸し付けた地域や、
農地を貸し付けて担い手への農地集積・集約化に協力する農地の貸し手の皆さんを支援する。

委員会での主な議論
　　今後、事業推進をどのように考えているのか。
　多面的機構集積協力金対象地区や中山間地域直接支払制度を活用した地域などに推進してい
きたい。
　人・農地プランの実質化との連携はどのように考えているのか。
　令和元年度の制度改正により、人・農地プランを作成することが義務付けられており、人・
農地プランと連携して実施していきたい。

平戸市総合運動公園「ライフカントリー」の概要および指定管理者等

 　利用率を上げるために指定管理者はどのように取り組んでいるのか。
　大会の誘致などを行なっているが、指定管理者、行政も含め、費用対効果の検討も必要であ
り、また、グラウンドの改修や意識の改革も必要と考えており、取り組みを進めたい。
　市外からの利用者を増やすことで観光客も増加し、経済効果も期待されることから、観光協
会などとも協力して取り組むべきではないか。
　長崎県にスポーツ合宿を誘致する部署ができたことで、今回、ソフトボールの実業団の合宿
の話もあり、宿泊増に繋がるという実感もあることから、長崎県や観光協会、商工会等と連携
しながら、利用者の増加となるよう、今後、しっかりと取り組んでいきたい。

機構集積協力金事業

指定管理者の指定について（平戸市総合運動公園「ライフカントリー」、平戸市市民プール「シーライフひらど」）

令和元年12月定例会（12月２日～12月13日）

指定管理者の指定について（平戸文化センター）

平戸文化センターの概要および指定管理者等

指定管理者制度とは
　地方公共団体が設置する文化・体育施設などの公の施設の管理、運営を株式会社やNPO法人
を含む民間事業者に行わせることができる制度。民間の活力を導入し、施設の経営改善を図る
目的で、平成15年の地方自治法改正に伴い導入された。
　従来、公の施設の管理は、地方公共団体や公共的団体、政令所定の地方公共団体の出資法人
に限定されていたが、この制度により、民間企業・NPO法人・任意団体なども指定管理者とし
て施設の管理運営を代行できるようになった。

委員会での主な議論
　　指定管理選定業者の提案に、「文化センターの休館日を未来創造館と一致させることで、利
　用者のサービス向上を図る。」とあるが、条例を改正することは可能であるか。
　指定管理者が決定した後に業者と協議を行い、人員体制等も含め、対応できるということ
であれば、３月定例会に条例改正案を提出させていただきたい。
　選定業者から、これまでにない自主事業等も提案されているが、各種事業の進捗状況の確
認や評価をどのようにしていこうと考えているのか。
　毎年提出される実績報告の中で、進捗状況等の確認はできる。今後は、指定管理の施設ご
とに確認を行うようなモニタリング的な仕組みも必要ではないかと議論している。
　平戸文化センターは、大規模改修工事のため、３月31日まで休館予定で、４月１日の開館
と同時に新たな指定管理者のもとで管理運営を
開始するが、業務引継ぎ等に問題はないのか。
　現在の指定管理者（平戸市振興公社）との
協定書の中で、業務の引継ぎを行わなければ
ならないと規定しており、併せて、後任者に
よる管理施設の確認等が必要な場合は、事前
に施設の視察を申し出ることができる。しっ
かりと引継ぎができるよう指導する。
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昭和60年

鉄筋コンクリート造一部４階建て

大ホール、中ホール、会議室、和室等

指定管理者：株式会社ＳＯＵＮＤ　Ｍ　ＦＡＣＴＯＲＹ（サウンド・エム・ファクトリー）
指定の期間：令和２年４月１日～令和６年３月31日まで

建築年

建築構造

主な施設

指定管理者および
指定の期間

平成５年（管理棟、多目的グラウンド）平成６年（赤坂野球場）

管理棟、多目的グラウンド、赤坂野球場

指定管理者：公益財団法人　平戸市振興公社
指定の期間：令和２年４月１日～令和６年３月31日まで

建築年

主な施設

指定管理者および
指定の期間

平成７年

屋内プール、幼児プール、流水プール、ウォータースライダー

指定管理者：公益財団法人　平戸市振興公社
指定の期間：令和２年４月１日～令和６年３月31日まで

建築年

主な施設

指定管理者および
指定の期間

（改修中の平戸文化センター）

平戸市市民プール「シーライフひらど」の概要および指定管理者等

委員会での主な議論

とかいせん
平戸市議会だより　2020.  2. 1発行

とかいせん
平戸市議会だより　2020.  2. 1発行
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総務厚生
委員会
レポート

総
務
厚
生
委
員
会

　
　

生
月
町
中
央
公
民
館
の
調
理
室
は
、

面
積
が
広
く
、
使
用
料
が
高
く
な
る
た
め
、

調
理
室
の
一
部
だ
け
使
用
し
た
場
合
は
、
使

用
料
を
分
割
し
て
算
定
で
き
な
い
の
か
。

　
　

生
月
町
中
央
公
民
館
の
使
用
料
は
、

平
戸
市
に
お
け
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に

関
す
る
指
針
案
を
基
に
算
定
を
し
て
お
り
、

水
道
、
電
気
、
食
器
類
な
ど
の
備
品
等
の

使
用
も
含
め
て
調
理
室
の
使
用
料
と
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
和
室
を
含
め
た
一
部
の
使

用
で
あ
っ
て
も
同
じ
使
用
料
と
な
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
分
割
し
た
使
用
料
は
考
え
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
社
会
教
育
団
体
等
が
使
用
し

た
場
合
は
減
免
を
行
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

令
和
２
年
度
に
指
針
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
他
の
公
民
館
と
平
準
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
令
和
３
年
４
月
に
向
け
、
庁
内
で
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
内
に
た
め
池
は
全
部
で
何
カ
所
あ
る

の
か
。
ま
た
、
整
備
が
終
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

　
　

た
め
池
は
全
部
で
４
３
６
カ
所
あ
り
、

平
成
30
年
度
ま
で
に
点
検
が
済
ん
で
い
る
の

は
２
７
８
カ
所
あ
る
。
今
回
、被
災
を
受
け
、

災
害
復
旧
事
業
で
対
応
す
る
箇
所
を
補
正

　
　

　
　

指
定
管
理
料
を
増
額
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
が
多
い
夕
方
の
時
間

帯
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
応
す
る
た
め
の
人

員
体
制
の
見
直
し
が
主
な
要
因
か
。

　
　

待
機
者
な
ど
、
こ
れ
ま
で
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
部
分
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
人
員
体
制
を
現
在
の
３
名

か
ら
４
名
に
増
員
す
る
こ
と
に
よ
る
増
額
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

　
　

療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
専
門
職

等
の
資
格
所
有
者
の
配
置
基
準
に
対
す
る

現
在
の
配
置
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

配
置
基
準
は
、
児
童
指
導
員
、
保
育

士
ま
た
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
２
年
以
上

の
経
験
者
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
の
配
置
が
望
ま
し
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
児
童
指
導
員
１

名
、
保
育
士
１
名
、
事
務
員
兼
支
援
員
１

名
の
計
３
名
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

作
業
療
法
士
は
、
平
戸
市
民
病
院
か
ら
、
言

語
聴
覚
士
は
、
市
内
の
民
間
病
院
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
月
に
１
回
ず
つ
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

今
後
４
年
間
の
中
で
、
作
業
療
法
士

「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

（
平
戸
市
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

っ
た
か
さ
ん
21
」）

「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

（
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
）

平
戸
市
公
民
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

漁
港
整
備
事
業
県
工
事
負
担
金

港
湾
単
独
整
備
事
業

学
校
給
食
管
理
運
営
事
業

や
言
語
聴
覚
士
等
の
専
門
職
の
配
置
や
専

門
職
に
よ
る
療
育
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、

よ
り
内
容
の
充
実
し
た
療
育
支
援
を
提
供
で

き
る
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

専
門
職
の
配
置
を
含
め
、
指
定
管
理

者
と
も
一
緒
に
な
っ
て
、
利
用
者
が
本
当
に

必
要
と
す
る
療
育
支
援
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

当
該
施
設
は
、
な
ぜ
指
定
管
理
料
の

債
務
負
担
行
為
が
発
生
し
な
い
の
か
。

　
　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
は
、
条
例
上

は
高
齢
者
の
就
労
支
援
を
促
進
す
る
施
設

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
態

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
あ
る
い

は
拠
点
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
管
理
経
費
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
施
設
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
拠
点
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態

か
ら
、
現
状
の
よ
う
に
公
の
施
設
と
し
て
で

は
な
く
、
今
後
は
、
法
人
に
無
償
提
供
す

る
な
ど
、
協
議
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
か
ら
も
、

利
用
実
態
か
ら
、
指
定
管
理
に
な
じ
ま
な
い

の
で
は
と
の
指
摘
も
あ
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

施
設
の
無
償
譲
渡
や
賃
貸
借
契
約
な
ど
に
つ

い
て
も
、
検
討
・
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

１
泊
に
つ
き
宿
泊
料
金
が
60
万
円
と
あ

る
が
、
当
初
は
15
万
円
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

積
算
の
根
拠
は
？

　
　

業
者
か
ら
の
計
画
提
案
の
際
に
15
万
円

と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
優
先
交
渉
権
者
と

お
城
を
活
用
し
た
外
国
人
の
誘
客
な
ど
、
今

後
の
運
営
を
協
議
し
て
い
く
中
で
、
１
棟
貸

し
で
の
最
高
限
度
額
を
60
万
円
と
し
て
算
定
。

食
事
や
体
験
に
つ
い
て
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
行
う

よ
う
に
考
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

高
額
の
宿
泊
料
で
あ
る
た
め
、
宿
泊

料
に
見
合
う
食
事
の
提
供
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

優
先
交
渉
権
者
も
、
宿
泊
料
に
見
合

っ
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
、
現
在
、
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

外
の
施
設
で
下
ご
し
ら
え
し
た
も
の
を
、
宿

泊
施
設
の
中
で
温
め
直
し
た
り
、
再
調
理
し

て
提
供
す
る
考
え
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
将
来
は
、
町
な
か
に
も
回
遊
す
る
仕

組
み
を
つ
く
り
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

宿
泊
者
が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
う
え
で
、
平
戸
の
売
り
は
何
か
。

　
　

優
先
交
渉
権
者
と
し
て
は
、
伝
統
芸

能
等
を
取
り
入
れ
、
他
の
地
域
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

予
算
に
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
、
漏

水
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
改
修
が
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
順
次
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

舘
浦
漁
港
の
港
内
泊
地
お
よ
び
岸
壁

の
水
深
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は

何
か
。

　
　

水
深
は
、
当
該
漁
港
を
利
用
す
る
最

大
の
漁
船
の
喫
水
に
よ
っ
て
決
ま
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
漁
船
は
、
干
潮
面
か
ら
マ
イ
ナ
ス

５
ｍ
で
対
応
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、

ま
き
網
漁
船
の
大
型
化
に
対
応
す
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ス
６
ｍ
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

　
　

大
島
港
の
埋
立
工
事
に
よ
る
振
動
が

原
因
で
、
家
屋
等
に
変
状
が
生
じ
た
た
め
、

こ
れ
に
対
す
る
補
償
で
あ
る
と
の
説
明
で
あ

る
が
、
事
前
に
調
査
は
行
な
っ
て
い
な
か
っ

た
の
か
。

　
　

埋
立
工
事
を
行
う
前
の
平
成
26
年
度

に
事
前
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道

路
の
補
修
工
事
後
に
事
後
調
査
を
行
い
、

比
較
し
た
結
果
で
補
償
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

委員長報告全文は
こちらをご覧ください。
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　委　　員　　大久保堅太　　近藤　芳人　　田島　輝美　　
　　　　　　　山内　政夫　　山﨑　一洋　　　住威三美

平
戸
市
平
戸
城
懐
柔
櫓
宿
泊
施

設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

産
業
建
設
文
教
委
員
会

産業建設文教委員会
　委 員 長　　井元　宏三　　副委員長　　　綾香　良一
　委　　員　　池田　稔巳　　神田　全記　　竹山　俊郎 
　　　　　　　辻　　賢治　　松尾　　実　　松本　正治
　　　　　　　山本　芳久 

産業建設文教
委員会
レポート

　
　

学
校
給
食
で
地
元
産
品
を
ど
の
程
度

使
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
元
年
11
月
の
調
査
で
は
、
平
戸

市
産
と
長
崎
県
産
で
75
・
53
％
を
使
用
し

て
お
り
、
う
ち
純
平
戸
市
産
は
、
22
・

31
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
２
回
調

査
が
あ
る
が
、
平
戸
市
は
、
冬
場
の
野
菜

が
豊
富
に
出
回
る
た
め
、
２
月
は
使
用
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
じ
ゃ
が
い

も
、
玉
ね
ぎ
が
多
く
、
し
い
た
け
は
全
施

設
で
平
戸
市
産
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

水
産
物
に
つ
い
て
は
、
練
り
製
品
も
使
用

し
て
お
り
、
平
戸
新
鮮
市
場
等
と
の
連
携

に
よ
り
地
産
地
消
に
繋
が
っ
て
い
る
。
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決算特別
委員会
レポート

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」、
商
品
造
成
な
ど
の
「
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
商
品
造
成
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
後
は
、「
企
画
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を

立
ち
上
げ
る
予
定
。
４
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
具
体
的
な
事
業
を
検
討
し
実
施
し

て
い
く
。

　
　

民
間
団
体
と
要
望
活
動
を
行
い
、
民

間
団
体
は
実
費
で
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た

経
緯
は
。

　
　

平
成
30
年
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
、
西
九
州
自
動
車
道
の
早
期
完
成
に
向
け

た
平
戸
市
単
独
で
の
要
望
活
動
の
必
要
性
を

問
わ
れ
、
前
向
き
に
検
討
す
る
旨
の
答
弁
を

行
な
っ
た
。
６
月
に
各
民
間
団
体
に
参
加
要

請
を
行
い
、
９
月
定
例
会
に
補
正
予
算
を

計
上
し
承
認
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
般
の
貸
し
出
し
冊
数
と
配
本
先
へ
の

貸
し
出
し
冊
数
の
集
計
に
つ
い
て
は
、
誤
解

を
与
え
な
い
集
計
方
法
に
改
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

実
態
に
即
し
た
数
値
と
な
る
よ
う
な
係

数
を
出
し
て
集
計
し
た
い
。

　
　

平
戸
市
自
治
連
合
協
議
会
（
市
内
全

１
６
３
区
で
組
織
）
と
は
別
に
、
旧
市
町
村

単
位
で
組
織
さ
れ
て
い
た
区
長
会
が
あ
り
、

会
議
へ
の
出
席
だ
け
で
も
嘱
託
員
に
相
当
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
、
区
長
会
を
平
戸
市
自
治
連
合
協
議
会

に
一
本
化
で
き
な
い
の
か
。

　
　

平
戸
市
自
治
連
合
協
議
会
と
も
協
議

し
、
改
善
に
努
め
た
い
。

　
　

自
主
防
災
組
織
に
市
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

災
害
時
に
自
ら
の
判
断
で
避
難
誘
導
、

避
難
所
開
設
等
が
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
「
公
営
塾
」
の
取
り
組
み
の
方
向
性
は
。

　
　

放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て
基
礎
学

力
の
底
上
げ
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
高
校
の
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
す
る
た
め
の
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
本
格
実
施
に
向
け
て
、

現
在
、
平
戸
高
校
と
協
議
を
詰
め
て
い
る
。

　
　

最
終
的
な
目
標
設
定
年
と
取
り
組
み
は
。

　
　

ま
ず
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
３
年
間
を

平
成
30
年
度
平
戸
市
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定

に
つ
い
て

西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
事

業
に
お
け
る
国
へ
の
平
戸
市
単
独

要
望
活
動

嘱
託
員
設
置
事
業

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

未
来
を
担
う
人
材
創
出
事
業

大
島
村
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
し

尿
処
理
場
）
施
設
整
備
事
業

公
営
住
宅
維
持
管
理
経
費

林
業
団
体
育
成
支
援
事
業

消
防
・
救
急
体
制
の
見
直
し

平
戸
市
水
産
物
流
通
改
善
対
策
事
業

観
光
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

想
定
し
て
お
り
、
実
績
を
検
証
し
、
今
後
の

計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

貯
留
槽
の
設
置
箇
所
は
塩
害
、
電
気

系
統
な
ど
の
設
備
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
に
解
体
設
計
、
令
和
３

年
度
に
解
体
工
事
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、

そ
の
間
に
移
設
経
費
等
の
コ
ス
ト
の
比
較
検

討
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
移
設
の
可
能

性
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
場
所
に
設

置
し
、
埋
め
込
み
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
塩

害
や
自
然
劣
化
等
は
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

現
状
の
ま
ま
で
は
、
塩
害
等
、
施
設
の

維
持
管
理
経
費
も
多
額
に
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で

な
い
か
。

　
　

移
設
期
間
中
の
施
設
の
運
用
、
経
費

な
ど
を
考
慮
す
る
と
困
難
な
た
め
、
現
在
の

場
所
で
貯
留
槽
を
覆
う
形
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　
　

生
産
森
林
組
合
（
17
組
合
）
が
行
う

造
林
・
保
育
事
業
に
１
組
合
当
た
り
３
万

３
，
２
５
０
円
の
補
助
を
し
て
い
る
が
、
同

組
合
は
、
法
人
税
な
ど
で
毎
年
７
万
円
以

上
の
支
出
が
あ
り
、
費
用
負
担
な
ど
で
苦
慮

し
て
い
る
。
市
の
支
援
は
。

　
　

平
成
30
年
度
に
全
組
合
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
意
見
、
要
望
を
伺
っ
た
。
今

後
も
県
と
連
携
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
・

要
望
等
を
踏
ま
え
、
解
散
も
し
く
は
費
用

負
担
な
ど
の
軽
減
を
図
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　
　

本
市
の
水
産
物
流
通
の
課
題
は
何
か
。

　
　

①
魚
価
の
低
迷
。
②
流
通
運
賃
の
上
昇

や
輸
送
す
る
際
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
。
③
活

魚
の
販
路
拡
大
。
④
鮮
度
保
持
が
課
題
で
あ

る
。
課
題
を
整
理
し
、
市
内
各
漁
協
な
ど

と
も
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
　

平
戸
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
進
捗
状
況
、
組
織

体
制
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
戸
観
光
協
会
内
部
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進

室
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
は
、①
令
和
元

年
９
月
に
観
光
庁
へ
申
請
。②
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補

法
人
と
な
っ
た
後
に
本
登
録
。③
宿
泊
者
数

等
の
目
標
数
値
な
ど
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
進
め
、
随

時
観
光
庁
に
報
告
し
、
審
査
さ
れ
る
。
ま
た
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
組
織
体
制
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

課
、
誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
、
事
業
課
の

３
部
門
を
置
く
予
定
。
現
在
、
街
な
か
の

受
け
入
れ
整
備
を
検
討
す
る
「
受
入
環
境

整
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」、
外
国
人
の
誘

客
を
強
化
し
て
い
く
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ワ
ー
キ

　
　

平
戸
・
田
平
・
生
月
地
区
の
市
営
住

宅
の
浄
化
槽
保
守
点
検
・
清
掃
業
務
委
託

料
は
、
同
程
度
の
規
模
で
も
委
託
料
に
差
が

あ
る
。
経
費
を
抑
え
る
よ
う
入
札
方
法
を

検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

現
在
、
地
区
ご
と
に
見
積
も
り
合
わ

せ
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
委
託
料
は
共
益
費

の
算
定
根
拠
と
し
て
い
る
た
め
、
入
居
者
の

負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
入
札
方
法
を
検
討

し
た
い
。

　
　

離
島
や
へ
き
地
の
５
年
後
・
10
年
後
の

救
急
搬
送
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

平
成
30
年
４
月
に
消
防
内
部
で
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
状
と
将
来
の
人

口
予
測
に
基
づ
く
救
急
件
数
、
火
災
件
数

や
消
防
団
員
数
等
の
推
定
値
を
算
出
し
た
。

出
張
所
の
適
正
配
置
や
必
要
人
員
に
つ
い
て

は
、具
体
的
な
計
画
の
検
討
は
困
難
な
た
め
、

外
部
機
関
等
に
よ
る
再
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

消
防
・
救
急
体
制
の
在
り
方
を
熟
知

し
て
い
る
消
防
職
員
が
、
消
防
施
設
等
の
総

合
的
な
整
備
計
画
を
作
成
し
、
計
画
的
に

施
設
更
新
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　

再
度
、
作
業
部
会
を
設
置
し
、
検
討

す
る
。

委員長報告全文は
こちらをご覧ください。

決算特別委員会
　委 員 長　　近藤　芳人　　
　副委員長　　小山田輔雄 
　委　　員　　池田　稔巳　　井元　宏三　　竹山　俊郎
　　　　　　　田島　輝美　　山内　政夫　　　住威三美

　
　

１
学
級
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
が

10
人
未
満
の
学
校
が
小
学
校
で
６
校
、
中
学

校
で
４
校
あ
る
。
今
後
の
学
校
統
廃
合
の
方

向
性
は
。

　
　

平
成
28
年
３
月
に
平
戸
市
立
学
校
等

適
正
規
模
適
正
配
置
基
本
方
針
を
策
定
し
、

適
正
規
模
適
正
配
置
を
進
め
て
い
る
。
平
成

30
年
度
は
中
野
小
学
校
と
田
平
南
小
学
校

の
保
護
者
等
に
対
し
、
学
校
統
廃
合
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
　

学
校
統
廃
合
は
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で

は
な
い
の
で
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
行
い

な
が
ら
、
保
護
者
、
地
元
に
し
っ
か
り
と
説

明
を
し
て
納
得
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
適

正
な
時
期
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

今
回
の
意
見
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
　

有
収
率
の
目
標
は
。
ま
た
、
漏
水
相

当
分
を
水
道
料
金
に
換
算
し
た
場
合
の
金

額
は
。

　
　

有
収
率
が
80
％
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う

に
補
修
等
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。
漏
水
を

水
道
料
金
に
換
算
し
た
場
合
、
平
成
30
年

度
は
75
万
ト
ン
で
１
億
９
，
４
０
０
万
円
程

度
で
あ
る
。

す
み
ず
み
ま
で
本
を
届
け
る
事
業

平
戸
市
立
小
・
中
学
校
児
童
・
生

徒
数
の
推
移
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事
業
の
目
的
は
子
ど
も
の
教
育
か
、
誘

客
か
。
何
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

観
光
誘
客
に
繋
げ
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得

と
な
る
よ
う
事
業
を
実
施
し
た
い
。

　
　

平
戸
瀬
戸
市
場
が
浄
化
槽
維
持
管
理

費
用
を
負
担
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
、
浄
化
槽
維
持
管
理
料
は
市
が

負
担
し
て
い
る
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
ト

イ
レ
の
光
熱
水
費
は
平
戸
瀬
戸
市
場
が
負
担

し
て
お
り
、
併
せ
て
利
益
の
15
％
を
市
に
還

元
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
て
い
る
。
４
年

後
の
指
定
管
理
者
の
更
新
時
に
は
、
施
設
の

使
用
料
の
徴
収
を
含
め
検
討
し
、
指
定
管

理
料
を
決
定
し
た
い
。

　
　

農
林
水
産
業
者
に
有
効
な
事
業
と
な

る
よ
う
補
助
制
度
の
見
直
し
は
し
な
い
か
。

　
　

各
生
産
者
（
一
次
産
業
者
）、
加
工
業

者
（
二
次
産
業
者
）、
販
売
業
者
（
三
次
産

業
者
）
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
事
業
を
一

つ
の
６
次
産
業
と
見
な
し
、
加
工
業
も
地
場

産
品
を
活
用
し
た
新
商
品
の
販
売
で
あ
れ
ば

対
象
と
し
、
魅
力
の
あ
る
補
助
制
度
と
な

平
成
30
年
度
平
戸
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

中
「
大
島
直
営
診
療
施
設
勘
定
」

６
次
産
業
化
推
進
事
業
「
平
戸
市

６
次
産
業
化
支
援
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
」
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
平
戸
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
平
戸
市
宅
地
開
発
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
６
次
産
業

化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

　
　

販
売
で
き
て
い
な
い
土
地
は
、
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
が
あ
る
区
画
以
外
に
も
面
積

が
広
く
販
売
価
格
が
高
い
土
地
、
一
部
し
か

道
路
に
面
し
て
い
な
い
土
地
な
ど
が
あ
る
。

分
割
し
て
販
売
し
、
価
格
を
安
く
抑
え
た
り
、

道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
住
民
の
利
便
性
が

向
上
す
る
土
地
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

可
能
か
確
認
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
は
、
進
入
路
が
一
つ

し
か
な
い
の
で
、
現
在
、
道
の
駅
側
に
整
備

さ
れ
て
い
る
歩
道
を
車
道
に
す
れ
ば
、
利
便

性
も
増
し
、
販
売
促
進
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

関
係
部
署
と
協
議
し
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　
　

大
島
診
療
所
の
患
者
数
が
減
少
し
て
い

る
要
因
は
何
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
？

　
　

人
口
減
少
や
他
の
医
療
機
関
へ
の
紹

介
、
薬
の
処
方
期
間
の
延
長
、
重
複
多
受

診
の
指
導
な
ど
に
よ
る
医
師
の
診
療
方
針
な

ど
も
相
ま
っ
て
、
大
幅
な
減
少
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
か
ら
の
事
業

所
健
診
に
加
え
、
特
定
健
診
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
周
知
し
、
島
民
の
健
康
状
態
の
把
握
や

救
急
医
療
に
係
る
消
防
署
大
島
出
張
所
な

ど
と
の
連
携
を
図
る
。

　　

最
適
整
備
構
想
で
は
、
既
存
処
理
場
を

廃
止
し
、
合
併
浄
化
槽
を
新
設
す
る
案
が

維
持
管
理
費
は
低
額
で
あ
る
が
、
今
後
、
人

口
減
少
に
よ
り
加
入
世
帯
が
減
少
し
、
使

用
料
が
見
込
め
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

個
人
の
合
併
浄
化
槽
設
置
移
行
へ
の
変
更
も

含
め
、
住
民
と
協
議
し
、
引
き
続
き
十
分

検
討
し
な
が
ら
方
向
性
を
定
め
る
よ
う
に
と

委
員
会
か
ら
指
摘
し
た
。

　
　

平
戸
市
民
病
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
用

送
迎
バ
ス
活
用
や
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
な
ど
路

線
バ
ス
の
再
編
・
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
患

者
数
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

愛
の
り
交
通
活
性
化
委
員
会
に
お
い
て

令
和
２
年
10
月
の
バ
ス
路
線
等
の
再
編
・
見

直
し
の
協
議
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
、

平
戸
市
民
病
院
の
診
察
に
併
せ
た
運
行
が
で

き
な
い
か
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
平
戸

市
民
病
院
と
し
て
も
利
用
者
の
交
通
手
段
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
通
所
リ
ハ
ビ
リ
送

迎
用
の
バ
ス
の
多
目
的
利
用
が
で
き
な
い
か

も
検
討
し
た
い
。

議案番号 結　果件　　　　　　　　　　名
12月定例会で審議された案件

平成30年度平戸市一般会計決算認定について
平成30年度平戸市国民健康保険特別会計決算認定について
平成30年度平戸市後期高齢者医療特別会計決算認定について
平成30年度平戸市介護保険特別会計決算認定について
平成30年度平戸市農業集落排水事業特別会計決算認定について
平成30年度平戸市宅地開発事業特別会計決算認定について
平成30年度平戸市あづち大島いさりびの里事業特別会計決算認定について
平成30年度平戸市電気事業特別会計決算認定について
平成30年度平戸市駐車場事業特別会計決算認定について
平成30年度平戸市工業団地事業特別会計決算認定について
平成30年度平戸市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成30年度平戸市病院事業会計決算認定について
平成30年度平戸市交通船事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平戸市防災会議条例の一部改正について
平戸市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
平戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
平戸市平戸城懐柔櫓宿泊施設条例の制定について
平戸市多目的研修センター条例の一部改正について
平戸市手数料条例の一部改正について
平戸市公民館条例の一部改正について
平戸市田平町民センター条例の一部改正について
平戸市未来創造館条例の一部改正について
令和元年度平戸市一般会計補正予算（第６号）
指定管理者の指定について　※平戸文化センター
指定管理者の指定について　※平戸市療育支援センター「あったかさん21」
指定管理者の指定について　※平戸市へき地保育所（３施設）
指定管理者の指定について　※平戸市生月高齢者生活福祉センター
指定管理者の指定について　※平戸市大島高齢者生活福祉センター
指定管理者の指定について　※平戸市シルバーワークプラザ
指定管理者の指定について　※平戸市切支丹資料館
指定管理者の指定について　※平戸市たびら昆虫自然園
指定管理者の指定について　※平戸市生月町博物館・島の館
指定管理者の指定について　※平戸市総合運動公園「ライフカントリー」
指定管理者の指定について　※平戸市市民プール「シーライフひらど」
平戸市辺地に係る総合整備計画の変更について
公有水面埋立免許出願に係る意見について
工事請負契約の変更について
平戸市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
平戸市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
平戸市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
平戸市長、副市長及び教育長の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
令和元年度平戸市一般会計補正予算（第７号）
令和元年度平戸市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度平戸市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度平戸市水道事業会計補正予算（第３号）
令和元年度平戸市病院事業会計補正予算（第２号）
令和元年度平戸市交通船事業会計補正予算（第２号）

53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134

認　定
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

原案可決及び認定
認　定

原案可決及び認定
原案可決
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

山
内　

清
二

　

住　

威
三
美

山
本　

芳
久

山
田　

能
新

山
﨑　
一
洋

山
内　

政
夫

松
本　

正
治

松
尾　

実

辻　

賢
治

田
島　

輝
美

竹
山　

俊
郎

近
藤　

芳
人

神
田　

全
記

小
山
田　

輔
雄

大
久
保　

堅
太

井
元　

宏
三

池
田　

稔
巳

綾
香　

良
一

 

 

 

平戸市平戸城懐柔櫓宿泊施設条例の制定について
指定管理者の指定について　※平戸文化センター
平戸市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正について
平戸市長、副市長及び教育長の給与及び旅費に関
する条例の一部改正について

104
111
127

128

●
●

●

●

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

●
●

●

●

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

欠
欠

欠

欠

○
◯

◯

◯

●
●

◯

◯

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

○
◯

◯

◯

　賛否が分かれたが、可決された案件

13：3
13：3

14：2

14：2

議案名

議員氏名
（50音順） 反

対‥
賛
成

採
択
結
果

可決
可決

可決

可決

○は賛成　●は反対　「欠」は欠席　　議長は、可否同数の時以外、表決に加わらない。

田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
活

性
化
施
設
管
理
運
営
事
業

とかいせんとかいせん
平戸市議会だより　2020.  2. 1発行平戸市議会だより　2020.  2. 1発行

8 49

QAQAQA

QA

QA

Q QA A

決算特別
委員会
レポート

平
成
30
年
度
平
戸
市
病
院
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
子
ど
も

ジ
ョ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業



●
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
は

　
　

近
年
、
大
規
模
災
害
が
頻
発
し
、
今

後
常
態
化
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
予
想
外
の
大

規
模
災
害
発
生
の
可
能
性
が
現
実
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
規
模
災
害
時
を
想
定
し
た
防
災
計
画
、

ま
た
は
危
機
管
理
を
考
え
る
上
で
、「
平
戸

市
が
抱
え
る
リ
ス
ク
」
と
し
て
、
平
戸
大
橋
、

生
月
大
橋
の
二
つ
の
橋
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。

　

い
っ
た
ん
通
行
止
め
と
な
れ
ば
、
重
大
な

影
響
が
あ
る
と
、
漠
然
と
は
認
識
さ
れ
て
い

る
が
、
改
め
て
慎
重
に
検
討
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
市
長
の
所
見
を
。

市
長　
平
戸
市
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
る
平
戸
・
生
月
大
橋
分
断
に

つ
い
て
は
、
現
状
に
お
い
て
代
替
機
能
の
不

足
が
想
定
さ
れ
、
市
民
生
活
の
混
乱
が
あ

る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

災
害
発
生
後
の
初
動
、
応
急
、
復
旧
対

策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
時
の
備
え
を
含

む
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
災
害
時
の
代
替

機
能
と
し
て
、
県
を
通
じ
た
国
や
事
業
者

に
対
す
る
船
舶
輸
送
力
等
、
複
数
の
輸
送

ル
ー
ト
の
確
保
に
つ
い
て
盛
り
込
み
た
い
。

　
　

防
災
対
策
、
危
機
管
理
対
策
の
一つ
と

し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
考
え
ら
れ
な
い

か
提
案
す
る
。

　

ま
た
、
操
縦
資
格
を
持
つ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
置
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

消
防
長　

消
防
本
部
で
も
海
難
事
故
捜
索
、

行
方
不
明
者
捜
索
、
火
災
原
因
調
査
等
に

有
効
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
機

器
の
導
入
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
の
研
修
派

遣
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

消
防
の
職
員
配
置
お
よ
び
施
設
等
配

置
計
画
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
消
防
の
方

針
や
計
画
策
定
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
れ

る
。

　

そ
の
際
、
大
橋
が
通
行
止
め
と
な
っ
た
場

合
な
ど
、
大
規
模
災
害
の
発
生
を
考
え
に

入
れ
た
「
平
戸
市
が
抱
え
る
リ
ス
ク
」、
危

機
管
理
の
考
え
方
を
取
り
込
ん
だ
も
の
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

消
防
長　

計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
消
防
施
設
や
職
員
の
配

置
を
検
討
す
る
中
で
、
平
戸
・
生
月
大
橋

が
通
行
で
き
な
い
場
合
の
対
応
等
を
含
め
、

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

山
内　

政
夫
（
政
和
会
）

QQQ

QQQQ QQ QQ

　
　

今
回
の
文
化
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
の

よ
う
に
、
平
戸
市
振
興
公
社
の
雇
用
が
危

ぶ
ま
れ
る
時
、
１
０
０
％
市
が
出
資
し
て
い

る
中
で
、
支
援
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

副
市
長　
一
義
的
に
は
公
社
の
責
任
と
な
る

が
、
あ
る
程
度
の
人
数
が
職
を
失
い
か
ね
な

い
場
合
は
、
市
と
し
て
、
で
き
る
範
囲
で

当
然
支
援
は
し
て
い
く
。

　
　

市
が
１
０
０
％
出
資
し
て
い
る
振
興
公

社
を
ど
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
か
。

副
市
長　
市
が
出
資
し
て
い
る
団
体
と
は

い
え
、
独
立
し
た
法
人
で
あ
り
、
自
主
自

立
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
だ
。
民
間
と
の
競

争
力
を
高
め
、
経
営
の
安
定
や
資
格
面
で

評
価
を
も
ら
え
る
よ
う
な
団
体
、
指
定
管

理
だ
け
に
頼
ら
な
い
団
体
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

６
年
前
に
公
益
法
人
化
を
し
た
が
、

ど
の
よ
う
に
検
証
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
あ

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

財
務
部
長　
私
が
評
議
員
の
際
に
、
雇
用

を
守
る
た
め
、
公
益
に
こ
だ
わ
る
必
要
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

雇
用
を
守
る
選
択
を
十
分
に
考
え
る
必
要

が
あ
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

振
興
公
社
を
民
間
と
の
競
争
力
に
劣

ら
な
い
組
織
に
し
て
い
く
に
は
、
市
の
出
資

を
下
げ
る
か
０
に
し
て
自
主
自
立
で
き
る
形

作
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

副
市
長　
過
去
に
田
平
道
の
駅
に
お
い
て
、

コ
ン
ビ
ニ
飲
食
店
の
提
案
が
あ
り
、
公
益
財

団
で
あ
る
こ
と
で
断
念
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

本
日
の
議
論
も
含
め
て
公
社
に
伝
え
て
、

公
社
内
部
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

素
晴
ら
し
い
形
作
り
計
画
で
あ
っ
た
オ

ラ
ン
ダ
商
館
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い

る
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　
短
期
プ
ラ
ン
は
大

き
な
成
果
を
果
た
し
た
が
、
中
長
期
は
推

進
で
き
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

　
　

平
戸
く
ん
ち
城
下
秋
ま
つ
り
は
10
回

で
終
了
と
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　
に
ぎ
わ
い
は
得

ら
れ
た
が
、
費
用
対
効
果
と
ス
タ
ッ
フ
の
不

足
な
ど
の
理
由
で
終
了
し
た
。

　

こ
れ
に
続
く
イ
ベ
ン
ト
は
未
定
だ
が
、
こ

れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
十
分
に
検
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

大
久
保　

堅
太
（
大
地
の
会
）

●
外
郭
団
体
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

●
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
意
義
等
に
つ
い
て

●
本
市
の
地
方
創
生
に
つ
い
て

QQQQQQ

QQ QQQQ

　
　

昨
年
度
、
工
業
団
地
が
完
成
し
た
が
、

総
工
費
を
含
め
た
投
資
額
は
、
５
億
６
，

８
７
５
万
１
千
円
（
９
月
定
例
会
で
１
１
９

万
５
千
円
補
正
）。
そ
の
誘
致
活
動
の
現
状

は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

11
月
末
現
在
、
訪

問
日
数
48
日
間
で
延
べ
１
４
７
社
を
訪
問

（
昨
年
度
１
４
１
社
）。
工
業
団
地
を
視
察

し
た
企
業
数
は
、
平
成
28
年
か
ら
累
計
で

13
社
、
本
年
度
は
４
社
の
視
察
で
あ
る
。

本
市
に
興
味
を
示
し
て
い
る
企
業
は
数
社

ほ
ど
あ
る
が
、
確
実
に
進
出
す
る
と
確
約

を
得
て
い
る
企
業
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

地
元
企
業
に
も
元
気
な
企
業
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
企
業
の
事
業
拡
大
と
連
携
を

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

地
域
人
財
対
策
室
と
の
連
携
が
重
要
で
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

企
業
訪
問
を
行
い
、

情
報
交
換
等
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
人
財
対
策
室
と
の
連
携
も
優
秀

な
人
材
の
確
保
も
重
要
で
あ
り
、
市
内
の

高
校
と
連
携
し
て
、
地
域
課
題
を
学
び
、

地
元
企
業
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
世

代
を
担
う
人
材
育
成
を
し
て
い
る
。

　
　

来
年
度
か
ら
の
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
が
平
戸
市
振
興
公
社
か
ら
民

間
事
業
者
に
変
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
施
設

運
営
の
経
験
の
な
い
会
社
で
大
丈
夫
か
。

総
務
部
長　

施
設
の
管
理
運
営
の
実
績
に

つ
い
て
、
選
定
委
員
会
の
中
で
も
同
様
の
意

見
が
出
た
。
し
か
し
、
今
回
指
定
管
理
者

と
な
る
予
定
の
業
者
か
ら
確
実
に
や
っ
て
い

く
と
い
う
力
強
い
言
葉
が
あ
っ
た
。

　
　

現
在
、空
き
家
が
１
，２
７
３
戸
あ
る
が
、

世
帯
者
が
亡
く
な
っ
て
所
有
者
が
存
在
し
な

い
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て

も
、
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
い
る

わ
け
で
、
税
金
の
納
付
書
を
送
付
す
る
と

き
に
「
空
き
家
の
有
効
な
対
策
が
あ
る
の
で

お
世
話
い
た
し
ま
す
」
と
一
言
添
え
れ
ば
、

移
住
・
定
住
の
推
進
に
、
ま
た
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
な
ど
と
し
て
利
用
で
き
れ
ば
、
交
流

人
口
や
観
光
の
推
進
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

総
務
部
長　

平
成
27
年
に
市
で
空
き
家
バ

ン
ク
を
設
定
す
る
際
に
、
固
定
資
産
税
だ
け

払
っ
て
い
る
納
税
義
務
者
に
対
し
て
、
納
付

書
を
送
付
す
る
と
き
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
」
と
手
紙
を
入
れ
て
、

活
用
し
た
い
方
に
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
新
た
な
空
き
家
が

出
て
い
る
の
で
、
再
度
改
め
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
　

自
然
災
害
の
種
別
に
よ
っ
て
は
、
地
域

に
よ
っ
て
と
る
べ
き
対
応
が
変
わ
っ
て
く
る

と
考
え
る
が
、
市
の
基
本
的
な
対
応
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

市
長　

市
の
災
害
警
戒
本
部
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
４
項
目
定
め
て
い
る
。
１
つ
、
大
雨
、

洪
水
、
暴
風
等
の
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
、

２
つ
に
、
台
風
の
接
近
に
よ
る
影
響
の
恐
れ

が
あ
る
と
き
、
３
つ
に
、
震
度
４
以
上
の
地

震
が
観
測
さ
れ
た
と
き
、
４
つ
に
、
そ
の
他

気
象
注
意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ
、
災
害

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
設
置
す
る

と
規
定
し
て
い
る
。
災
害
警
戒
本
部
会
議

を
開
催
し
、
本
庁
各
課
、
支
所
に
お
け
る

待
機
態
勢
、
避
難
所
の
開
設
場
所
、
避
難

準
備
情
報
等
の
発
令
予
定
時
刻
等
を
確
認

し
、
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
て
初
動
体

制
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

　

自
然
災
害
で
は
、
地
理
的
条
件
に
よ
り

受
け
る
影
響
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
市
と
し
て
救

助
や
避
難
誘
導
な
ど
、
地
区
ご
と
の
対
応

は
難
し
く
、
過
去
の
災
害
に
お
い
て
も
近
隣

住
民
に
よ
る
救
助
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
大
規
模
災
害
時
に
備
え
た
自

主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

緊
急
時
に
効
率
的
な
対
応
、
そ
の
方

向
性
を
考
え
、
行
政
と
地
域
の
効
率
的
な

安
全
安
心
の
確
保
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

防
災
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
こ
う
と
考
え
る
の
か
。

消
防
長　

台
風
や
大
雨
に
よ
り
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
消
防
団
員
は
災
害
現
場
に
出

動
し
、
地
域
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

避
難
誘
導
や
活
動
の
指
示
等
が
で
き
る
団

員
は
限
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
考
え
る
と
、
自
主
防
災

組
織
の
活
動
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

消
防
団
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
身
近

な
災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
訓
練
を

実
施
す
る
な
ど
、
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

壱
部
浦
の
第
一
分
団
詰
所
か
ら
中
通
り

の
県
道
に
上
る
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
、
安

全
安
心
の
確
保
、
緊
急
時
の
対
応
の
た
め

に
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

国
の
補
助
事
業
で
あ
る

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
を
活
用
す
れ
ば

整
備
可
能
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
農
林
水

産
省
の
採
択
要
件
を
ク
リ
ア
し
、
事
前
に

地
元
関
係
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

QQ

松
本　

正
治
（
大
地
の
会
）

●
地
域
防
災
に
つ
い
て

●
災
害
時
の
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

松
尾　

実
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
企
業
誘
致
の
現
状
は

●
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
並
び
に

　

人
口
減
少
対
策
の
成
果
は

QQQQ QQ
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消
費
税
が
10
％
に
な
り
、
暮
ら
し
と

日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
。
政
府
は
10
％

に
し
た
消
費
税
を
財
源
に
し
て
、
保
育
無

償
化
を
実
施
。

　

私
は
、
保
育
料
へ
の
補
助
を
求
め
て
き
た
。

「
保
育
料
を
下
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
保
護
者
の
願
い
に
応
え
て
、

市
は
補
助
を
充
実
さ
せ
た
。

　

保
育
の
無
償
化
に
よ
っ
て
、
市
の
負
担
は

い
く
ら
減
る
の
か
。

財
務
部
長　

９
千
万
円
。

　
　

９
千
万
円
は
教
育
や
子
育
て
支
援
の

た
め
に
使
う
べ
き
だ
。

　

学
校
給
食
費
へ
の
補
助
を
行
う
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
県
内
で
は
、
佐
々
町
や
川

棚
町
な
ど
５
つ
の
自
治
体
だ
。

　

医
療
費
も
、
高
校
生
ま
で
補
助
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。
県
内
で
は
松
浦
市

と
佐
々
町
が
高
校
生
ま
で
だ
。
平
戸
市
で

も
年
間
４
０
０
万
円
あ
れ
ば
可
能
だ
。

市
長　

経
済
活
性
化
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
、
交
流
人
口
拡
大
な
ど
、
市
の
未
来

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
活
用
し
た
い
。

　
　

８
月
の
子
ど
も
議
会
で
、
野
子
中
学

校
の
生
徒
が
、「
野
子
小
学
校
の
滑
り
台
が

壊
れ
て
使
用
で
き
な
い
の
で
、
修
理
し
て
ほ

し
い
」
と
質
問
し
た
。
教
育
委
員
会
は
、「
予

算
が
な
い
の
で
で
き
な
い
。
来
年
度
修
理
し

た
い
」
と
答
弁
し
た
。

　

国
の
指
定
に
基
づ
い
て
、
市
は
教
具
（
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
と
雲
梯
）、
遊
具
（
滑
り
台

と
ブ
ラ
ン
コ
）
を
全
小
学
校
に
整
備
す
る
考

え
だ
。
教
具
や
遊
具
は
、
子
ど
も
の
発
達
・

成
長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

　

野
子
小
学
校
の
滑
り
台
修
理
の
費
用
は
、

50
万
円
。
他
の
小
学
校
の
状
況
と
整
備
費

用
は
。

教
育
次
長　

野
子
小
学
校
で
滑
り
台
、
山

田
小
学
校
で
雲
梯
、
田
平
東
小
学
校
で
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
志
々
伎
小
学
校
で
ブ
ラ
ン

コ
が
不
足
。
費
用
は
全
部
で
３
０
０
万
円
。

　
　

９
千
万
円
あ
り
、
平
戸
城
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
は
多
額
の
税
金
を
使
う
。
50
万
円
、

３
０
０
万
円
が
出
せ
な
い
の
か
。

財
務
部
長　

来
年
度
か
ら
壊
れ
た
ら
、
す

ぐ
に
修
理
す
る
。
予
算
が
不
足
し
た
ら
、

補
正
予
算
を
組
む
。

山
﨑　

一
洋
（
日
本
共
産
党
）

●
国
の
保
育
無
償
化
で
、市
の
負
担
は
９
千
万
円
減

　
　

９
千
万
円
は
、
教
育
や
子
育
て
支
援
に

　
　

活
用
す
べ
き
だ

●
小
学
生
の
願
い
か
な
う
…
教
具
・
遊
具
の

　

し
く
み
を
改
善

QQQQQ

QQQQ QQQQ意
見

　
　

平
戸
式
も
う
か
る
農
業
実
現
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
５
年
間
の
最
終
年
度
を
迎
え

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
２
億
３
千
万
円

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
の
確
保
と
生
産

部
会
と
の
育
成
体
制
が
強
化
・
構
築
で
き
た
。

　
　

こ
の
成
果
を
生
か
す
た
め
に
新
た
な
事

業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
体
質
強
化
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
は
不
可
欠
で
あ
る
。
新
規
就
農
者
対

策
な
ど
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
へ
の
取
り

組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

本
市
農
業
生
産
に
資
す

る
プ
ラ
ン
と
し
て
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
地
区
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

　
　

西
九
州
自
動
車
道
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

建
設
部
長　

松
浦
・
佐
々
道
路
に
つ
い
て
は
、

延
長
19
・
１
㎞
、
全
体
事
業
費
が
８
０
０
億

円
で
、
事
業
進
捗
率
14
％
。
事
業
費
ベ
ー
ス

で
は
、
平
成
28
〜
31
年
度
当
初
ま
で
の
事

業
費
は
１
５
７
億
円
で
、
全
体
事
業
費
に

対
し
20
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
九
州

自
動
車
道
へ
の
接
続
道
路
と
し
て
、
平
戸
大

橋
か
ら
田
平
中
学
校
前
の
や
ま
び
こ
ロ
ー
ド

ま
で
の
県
道
平
戸
田
平
線
も
整
備
中
で
あ

り
、
今
年
度
末
で
90
％
の
進
捗
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
や
ま
び
こ
ロ
ー
ド
は
県
道
に
移
管

さ
れ
る
予
定
。
今
後
は
、
早
期
完
成
を
図

る
た
め
に
、
平
戸
市
独
自
の
組
織
を
立
ち

上
げ
、
要
望
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　

平
戸
市
民
病
院
と
生
月
病
院
が
、
厚

労
省
よ
り
再
編
等
が
必
要
と
さ
れ
た
全
国

４
２
４
病
院
の
中
に
含
ま
れ
、
市
民
な
ど
は

不
安
を
隠
せ
な
い
。
今
後
の
対
応
等
を
問
う
。

病
院
局
長　

平
戸
市
民
病
院
は
、
一
般
病
床

58
床
の
う
ち
10
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

転
換
、
療
養
病
床
42
床
の
う
ち
13
床
の
介

護
療
養
病
床
を
介
護
医
療
院
へ
転
換
す
る
。

生
月
病
院
は
、
急
性
期
の
一
般
病
床
60
床
で

あ
る
が
、
病
床
機
能
転
換
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
建
物
の
老
朽
化
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

病
院
改
革
プ
ラ
ン
点
検
評
価
委
員
会
で
審

議
い
た
だ
き
、
報
告
書
を
受
け
、
両
病
院

の
具
体
的
方
針
を
ま
と
め
、
令
和
２
年
９

月
ま
で
に
県
、
厚
労
省
へ
報
告
す
る
。　
　

神
田　

全
記
（
伸
天
会
）

●
平
戸
式
も
う
か
る
農
業
実
現
支
援
事
業
の

　

検
証
と
今
後
は

●
西
九
州
自
動
車
道
の
進
捗
を
問
う

●
病
院
行
政
を
問
う

QQQQQQQQ

QQ

　
　

地
域
団
体
商
標
の
取
得
に
対
し
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。　
　

農
林
水
産
部
長　

地
域
団
体
商
標
に
含
ま

れ
る
地
域
の
名
称
は
、
そ
の
商
品
と
密
接

な
関
連
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
模
倣
対

策
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
資
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
地
域
産
業
の
活
性
化
や
地

域
お
こ
し
に
と
っ
て
も
、
大
変
有
効
な
制
度

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
商

工
物
産
課
や
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
漁
協
、

加
工
業
者
な
ど
関
係
団
体
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
出
願
に
向
け
た
準
備
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

　
　

消
防
行
政
か
ら
見
て
ポ
ン
プ
操
法
大

会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

消
防
長　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
消
防
団

員
の
士
気
の
高
揚
と
技
術
の
向
上
を
目
指

し
、
団
員
が
一
致
団
結
し
て
目
標
に
向
か
っ

て
心
血
を
注
ぎ
取
り
組
ん
で
き
た
伝
統
あ

る
大
会
で
あ
る
。
団
員
の
知
識
と
技
術
の

向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

こ
の
大
会
に
向
け
て
の
訓
練
を
通
じ
て
、
消

防
団
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
団
員

間
の
絆
を
深
め
、
災
害
現
場
に
お
け
る
指

揮
命
令
が
確
立
さ
れ
、
円
滑
な
消
防
団
活

動
を
行
う
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
重
要
な

大
会
で
あ
り
、
今
後
も
出
場
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　

市
内
で
は
近
年
、
買
物
弱
者
や
買
物

困
難
者
が
増
え
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
行
政
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

現
在
で
も
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議

会
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
や
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
他
の
地
域
も
そ
れ
ら
を
参

考
に
し
、
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
や
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
平
戸
市
と

し
て
は
そ
れ
が
支
援
の
方
法
だ
と
考
え
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
特
別
に
直
接
買
い
物

弱
者
の
対
策
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
は
い
な

い
。

　

　
　

市
内
産
木
材
の
県
内
外
で
の
活
用
状

況
と
日
本
の
伝
統
を
守
る
職
人
（
大
工
・

左
官
等
）
の
状
況
は
。

農
林
水
産
部
長　

県
内
木
材
の
素
材
生
産

量
は
、
約
14
万
５
千
㎥
で
、
県
内
流
通
の

建
築
用
材
が
３
万
４
千
㎥
、
県
外
流
通
の

建
築
用
材
が
５
万
６
千
㎥
、
チ
ッ
プ
、
バ
イ

オ
マ
ス
材
が
３
万
５
千
㎥
、
海
外
輸
出
が
２

万
㎥
で
あ
る
。
市
内
産
の
木
材
の
状
況
（
推

計
指
数
）
は
、
素
材
生
産
量
が
２
，
６
６

４
㎥
で
、
建
築
用
材
１
，
２
１
４
㎥
、
バ
イ

オ
マ
ス
材
７
２
８
㎥
、
輸
出
材
７
２
２
㎥
で
、

建
築
用
材
の
割
合
は
46
％
で
県
内
産
と
比

較
す
る
と
低
い
状
況
に
あ
る
。

建
設
部
長　

市
内
の
大
工
・
左
官
は
、
１

２
６
人
で
、
10
年
前
と
比
較
し
20
％
の
減
少
。

　
　

伝
統
技
術
を
継
承
す
る
た
め
の
制
度

が
必
要
と
考
え
る
が
、
制
度
の
紹
介
と
、

基
本
的
に
は
国
・
県
の
政
策
と
し
て
何
ら

か
の
形
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
建
設
部
、
文
化
観
光
商
工
部
が
窓
口

に
な
り
、
意
見
集
約
を
図
り
、
職
員
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

建
設
部
長　

岐
阜
県
高
山
市
で
、
伝
統
建

築
に
限
り
、
技
術
継
承
に
対
し
支
援
制
度

が
あ
る
。
ま
ず
は
地
元
の
方
々
、
職
種
の

方
々
（
大
工
・
左
官
等
）
が
一
致
団
結
し
て

い
た
だ
い
て
声
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

基
本
的
に
税
金
を
投
入
し
て
い
る
以

上
、
公
益
法
人
、
民
間
法
人
を
問
わ
ず
、

現
在
の
振
興
公
社
の
定
款
の
目
的
を
堅
持

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

副
市
長　

市
民
の
た
め
と
の
視
点
は
共
通

で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
運
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
市
に
最
終
権

限
を
残
し
、
管
理
を
指
定
法
人
に
委
ね
る

行
為
で
あ
る
が
間
違
い
な
い
か
。

副
市
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
市
に
も
権
限

は
あ
る
が
、
管
理
を
受
け
る
団
体
に
多
く

権
限
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
も

振
興
公
社
の
必
要
性
は
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
会

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

地
方
自
治
体
の
事
業
に
参
入
す
る

都
市
部
の
企
業
が
多
く
、
本
来
地
元
で
支

出
さ
れ
る
お
金
や
雇
用
が
都
市
部
へ
流
れ
て

い
る
現
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

男
女
共
同
参
画
の
活
動
が
市
の
所
管
に
止

ま
ら
ず
、
地
域
の
中
で
実
際
に
議
論
や
実

践
の
場
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

QQQQ

小
山
田　

輔
雄
（
伸
天
会
）

●
伝
統
を
守
る
職
人（
大
工
・
左
官
等
）の
技
術
継
承

●
平
戸
市
振
興
公
社
に
対
す
る
市
の
今
後
の
考
え
は

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
進
捗
状
況
は

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
水
産
行
政
に
つ
い
て

●
消
防
行
政
に
つ
い
て

●
買
物
弱
者
に
対
す
る
行
政
の
現
状
認
識
と

　

対
応
に
つ
い
て

QQQQ

QQ
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▲平戸高校の授業の様子

　
　

大
島
地
区
に
お
け
る
松
枯
れ
対
策
に

つ
い
て
、
県
は
空
散
を
続
け
る
方
針
で
あ
る

が
、
農
林
課
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

被
害
は
増
加
の
傾
向
で

あ
り
、
保
安
林
等
で
防
風
や
防
潮
効
果
の

公
益
的
機
能
が
高
く
、
守
る
べ
き
必
要
が
あ

る
森
林
に
つ
い
て
は
対
策
を
講
じ
る
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の
運
用
に
つ

い
て
、
本
市
は
C
O
2
排
出
ゼ
ロ
都
市
宣

言
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
財
源
に

充
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

農
林
水
産
部
長　

目
的
税
で
あ
る
の
で
使

途
が
限
ら
れ
て
い
る
。

　

森
林
を
成
長
産
業
化
さ
せ
る
た
め
の
施

策
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
も
の
に
対
し
て
使

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事

業
は
、
国
か
ら
１
億
７
，
７
０
０
万
円
の
補

助
を
受
け
、
実
証
実
験
と
し
て
行
う
事
業

で
あ
る
が
、
次
年
度
へ
繰
り
越
す
要
因
は
。

市
長　

装
置
の
接
続
方
法
な
ど
で
不
測
の

日
数
を
要
し
た
。
経
産
省
に
も
延
長
の
理

由
を
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　
一
人
の
林
務
技
師
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

業
務
に
支
障
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
。
担

当
者
２
名
体
制
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
。

農
林
水
産
部
長　

人
員
増
が
望
め
な
い
中
、

農
林
整
備
班
で
対
応
し
た
い
。

　
　

第
１
次
総
合
戦
略
の
総
予
算
が
約
１

２
０
億
円
の
事
業
費
で
あ
る
が
、
第
２
期
の

計
画
に
充
て
る
財
源
の
確
保
は
。

財
務
部
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
「
や
ら
ん

ば
！
平
戸
応
援
基
金
」
な
ど
を
活
用
し
て

５
年
間
ぐ
ら
い
は
十
分
確
保
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

災
害
時
の
避
難
道
路
や
市
民
が
活
用

す
る
火
葬
場
、
平
戸
中
南
部
の
物
流
、
観

光
の
重
要
道
路
で
あ
る
市
道
山
中
・
紐
差

線
の
整
備
に
地
方
創
生
整
備
推
進
交
付
金

を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

総
合
戦
略
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

財
務
部
長　

第
２
期
総
合
戦
略
の
中
に
、

道
路
の
一
体
的
な
整
備
を
図
る
と
い
う
文
言

を
入
れ
、
こ
れ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

田
島　

輝
美
（
政
和
会
）

●
森
林
行
政
の
今
後
の
取
り
組
み
は

●
地
方
創
生
に
向
け
た
施
策
は

QQQQQQQQQ
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世
の
求
め
る
人
材
像
が
変
わ
り
、
学

び
の
礎
と
な
る
学
習
指
導
要
領
の
完
全
移

行
が
な
さ
れ
る
と
、
問
題
解
決
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
従
来
の
試
験
形
式
や
平
均
値
で

は
測
れ
な
く
な
る
。

教
育
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
理
解
す
る
。
今

後
ど
う
評
価
す
べ
き
か
検
討
を
要
す
る
。

　
　

本
市
は
、
高
校
生
を
対
象
に
オ
ラ
ン

ダ
と
の
短
期
留
学
事
業
を
続
け
て
い
る
。

参
加
者
の
意
義
は
非
常
に
大
き
い
が
、
教

育
者
が
オ
ラ
ン
ダ
の
先
進
的
な
教
育
シ
ス
テ

ム
を
学
び
取
っ
て
く
る
べ
き
だ
。
日
本
で
も

有
名
な
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
な
ど
素
材
に
は
事
欠

か
な
い
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

今
後
、
そ
う
な
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。
さ
ら
に
成
果
を
教

育
委
員
会
と
も
共
有
し
た
い
。

教
育
長　

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
し
っ
か

り
勉
強
し
た
い
。

　
　

本
市
小
中
学
校
教
職
員
の
超
過
勤
務

の
状
況
、
そ
し
て
そ
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

教
育
長　

本
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
カ

月
の
実
績
で
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て
い
る

時
間
外
勤
務
が
月
80
時
間
を
超
え
る
職
員

が
延
べ
１
３
７
名
（
う
ち
１
０
０
時
間
超
え

26
名
）。
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
総
じ
て
教

頭
の
事
務
量
が
非
常
に
多
く
、
部
活
動
が

あ
る
中
学
校
が
多
い
。
地
域
の
協
力
を
得

る
こ
と
、
学
校
を
あ
け
る
時
間
、
閉
め
る

時
間
を
定
め
る
な
ど
も
検
討
し
た
い
。
部

活
動
の
部
外
指
導
者
導
入
も
検
討
し
た
い
。

　
　

地
域
の
方
の
力
を
借
り
、
学
習
の
補

填
を
や
れ
ば
、
苦
戦
し
て
い
る
子
ど
も
の
支

援
が
充
実
す
る
し
先
生
方
の
負
担
も
減
る
。

教
育
長　

そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
い
と

思
う
。
現
在
も
教
師
の
で
き
る
範
囲
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
十
分
で
は
な
い
。
先
進

事
例
を
十
分
研
究
し
た
い
。

　
　

現
在
助
成
し
て
い
る
英
語
検
定
の
み

な
ら
ず
、
小
学
生
の
受
検
に
適
す
る
英
検

ジ
ュ
ニ
ア
の
受
験
料
補
助
も
行
う
べ
き
。
小

学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
完
全
移
行
す
る

来
年
度
か
ら
適
用
す
べ
し
。

教
育
長　

次
年
度
か
ら
助
成
が
で
き
る
よ

う
な
方
向
で
進
め
た
い
。

　
　

小
学
生
の
外
国
語
の
授
業
の
時
間
が

大
幅
に
増
加
す
る
。Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
が
必
要
。

教
育
長　

市
全
体
で
２
，
３
１
０
時
間
増

え
る
。
増
員
が
必
要
。

　
　

令
和
２
年
度
の
平
戸
高
校
の
入
学
希

望
者
は
、
本
年
度
に
引
き
続
き
生
徒
の
確

保
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
よ
う

だ
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と
平
戸
高
校
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
。
も
し
、
地
域
に
唯
一
の
高
校

が
な
く
な
れ
ば
、
地
域
に
与
え
る
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
。
病
院
と
学
校
は
地
域
の

拠
点
で
あ
り
、
学
校
の
廃
校
は
是
が
非
で

も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
戸
高
校
存

続
に
向
け
、
早
急
に
平
戸
高
校
存
続
対
策

地
域
協
議
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
積
極
的

な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

財
務
部
長　

平
戸
市
で
は
公
営
塾
の
開
講

を
目
指
し
て
、
平
戸
高
校
側
と
協
議
を
重

ね
て
き
た
。
そ
れ
は
、
平
戸
高
校
の
廃
校

回
避
、
特
に
平
戸
中
南
部
地
区
に
お
け
る

高
校
教
育
の
死
守
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

平
戸
高
校
の
新
た
な
魅
力
を
打
ち
出
し
、

地
元
の
中
学
生
に
よ
る
地
元
高
校
へ
の
進
学

率
を
高
め
、
平
戸
高
校
の
存
続
と
地
域
の

活
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

土
地
改
良
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
貸

借
対
照
表
の
提
出
が
義
務
付
け
さ
れ
る
な

ど
、
７
項
目
が
追
加
さ
れ
、
事
務
処
理
が
一

段
と
厳
し
く
な
っ
た
。
ま
た
、
役
員
も
高
齢

化
し
、
土
地
改
良
区
の
維
持
が
難
し
く
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
土
地
改
良
区
が
合
併
し
、
市

内
で
一つ
の
土
地
改
良
区
と
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

農
林
水
産
部
長　

法
の
一
部
改
正
に
伴
う
土

地
改
良
区
の
合
併
や
事
務
の
一
本
化
は
、
こ

れ
か
ら
の
市
内
の
農
業
生
産
基
盤
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ

り
、
本
市
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

QQQQ

　平戸市議会だよりは、定例会・委員会等の内容を詳しくお知らせし、市民の皆さんの
議会に対する理解と市政への認識を深めていただくことを目的に、６名の委員で構成す
る「議会広報特別委員会」で内容、構成等を検討し、年４回発行しています。
　今後とも親しまれ、読みやすい紙面づくりを心がけ頑張っていきますので、どうぞ、
よろしくお願いします。

委 員 長　　池田　稔巳

副委員長　　松尾　　実

委　　員　　井元　宏三　　　　　　

　　　　　　近藤　芳人

　　　　　　山﨑　一洋

　　　　　　山本　芳久

議会広報特別委員会

私たちが新しい
議会広報特別委員会委員です

山
田　

能
新
（
辰
の
瀬
戸
）

●
平
戸
高
校
存
続
の
た
め
に
は

●
市
内
の
土
地
改
良
区
合
併
の
た
め
に
は

近
藤　

芳
人
（
辰
の
瀬
戸
）

●
平
戸
式
教
育
哲
学
の
す
す
め

QQQQQQ
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